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地域の活性化

わが国はバ ブル経 済の崩壊後 、右肩 下が りで経 済が推移 してい ます。幸い に平成

15年 度 の第3四 半期 につ いては1.7%前 年比増、年度換算 では7%増 と言 われ ていま

す。7%増 と言います とバブル期 の数値 です。 しか し、 よく言 われます ことは、 こ

の景気はIT関 係、素材 、輸送機産業、そ してグ ローバル な企業 を中心 とした外需 の

景気 であ ります。 わが国産業の99.7%を 占め る中小企業の 内需 に火 がつい ていない

と、本 当の回復ではない と思います。従い ま して、現時点では地域 を活性化す るビ

ジネ ス創造へ の環境 は、依然 として厳 しい といえます。

今回の景気 は、中国を中心 として東南 アジアの成長率がず っ と続 くので はないか

と思いま して、アメ リカに代 わる輸 出市場が生 まれています。それ らの相乗効果 を

利用 します と、結構長期にわたるのではないか と思います。 したがって、そろそろ

デ フ レ、低金利 の厳 しかった不況 を乗 り越 えて、雇用 も徐 々に改善 され るのではな

いか と期待 されます。

次 に、地域の活性化 とい うことです が、平塚 商工会議所 でも中心地域の活性化 と

い うことで、5年 くらいか ら推 進 してお ります。 その 目指す ところは、第1に は人

が賑わ う街、第2に は産業活動が盛 んな街 、第3に は社会変化 に順応 してい る街で

す。そ して、第4に は市民活動が盛 んで、新 しい文化が生 まれ る街 、第5に は情報

化が盛 んな街、第6に は楽 しさを捻 出できる街 を 目指 しています。

これ らを全てや ることに よって、地域の活性化 ができる と思います。人が集 ま り、

産業が集 ま り、人 の知恵 が働 けば、必ず人の求 めるものがそ こに供給 され るのでは

ないか。 したが って、活性化 とは、人 が求 めるもの、あるいは欲望 を与 え続 ける街

が活性化 した街 だ とい えます。 この よ うな状況 が、 ビジネスの活性化 をもた らすの
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で は ない か と思 い ます 。

ビジネ ス が生 まれ や す い状 況 と して、私 は次 の5つ を挙 げ た い と思 い ます 。

1つ は 、景 気 の 回復

2つ は 、 商売 力 、 品質 、デ ザイ ン、 サー ビスな ど魅力 のある ものが提 供 で きるこ と

3つ は 、値 段 と利 便 性 に優 れ て い る もの

4つ は 、転機 にな るもの

5つ は 、 ヒ ト、モ ノ、 カネ 、情 報 が集 ま り、決 断状 況 が整 える こ と

こ う した状 況 で ビジネ ス が生 まれや す い と思 い ます 。 しか し、今 日の情 報 は悲 観

的 な情 報 ば か りで 、 ビジネ ス が生 まれ や す い 状況 とはか け離 れ てい ます 。 した が っ

て 、内 需 を拡 大 で き る よ うな 、例 え ば、税 制 面 で の問題 や金 融緩 和 な ど、地 域 の 中

小企 業 に よ り活 力 を与 え る よ うな政策 が求 め られ る と思 い ます。 思 い切 った 政策 を

と り、..,持 ち に1を 使 って も ら うこ とも大 事 だ と思 い ます。

よ く言 われ て い ます け ど も、 国 民 の 預貯 金 が1,400兆 円 もあ る。 この とこ ろ に ど

う手 をつ け るか が大 事 で 、社 会 的 に も こ うした政 策 は悪 くな い とい う背 景 が 生 まれ

つ つ あ ります。 いず れ に して も、 日本 人 の預貯 金 の性 向 をな ん とか しな い と、 消費

は回復 しな い と思 い ます。

地域産業の振興

次に、地域または行政 として産業振興 に どの よ うに関わってい くか とい うことで

す。先 ほ ど県労働商工セ ンターの小沢 さんか ら、行政の支援政策 につ いて色々 とご

説明があ りま したが、私の観点か ら少 し申 しあげたい と思います。

積極 的な予算 を組んで、公共事業で産業や事業 を積極 的に育ててい くこ とが依然

として必要だ と思 います。私 は北海道 でも6年 ほ ど働 いてお りま したけれ ども、公

共事業 が産業になっています。いかに国か ら補助金 を獲得す るかが、 自治体の長の

政治生命 を決定す るこ とです。その よ うな公共事業 にもっ と力 を入れ て、産 業を活

性化すべ きではないか と思い ます。

そ して、外部 の人材 が入 りやすい街づ くりが求 め られます。例 えば、平塚 では総

合公 園 とか、美術館 とか、色んな施設 があ ります けれ ど、 これ らの施設 を外部 に開

放 して、地域外 の人 をいかに平塚に呼ぶかが求 め られ ると思います。 また、催 し、

イベ ン トな どの開催です。平塚で した ら、七夕の街 として行政 を中心 に努力 してい

ます。53回 七夕をや ってお りますが、商業 中心の七夕か ら市民参加型の七夕に変わ
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りつつ あ ります。 もちろん、七夕 を通 して訪れた人が落 としたお金 が、全て平塚 に

そのまま入 るわけではないのです が、いかに七夕を象徴的 なイベ ン トとし、平塚 に

人 を呼ぶか とい うこ とが大事だ と思い ます。

最後 に行政 および公 的機 関 としての取 り組みですが、以前は民間の産業活動 を規

制す る性格 が多か ったのですが、 これか らの行政やパ ブ リックセ クターは、民間の

ビジネ スチ ャンスを作 り上 げる仕組みづ く りを していかなけれ ばな らない と思いま

す。

これ らについて、商工会議所では何 をや っているのかについて、少 しお話います。

商工会議所では、商工業者の利益 を図る発言を行なってお りますが、その中に、国、

県な どの関係行政 に対す る提言活動 も大きなテーマ と思います。商工会議所 は、 日

本 商工会議所 を中心 として527箇 所 ほ どあ りますが、毎年数 百 に上 る提言 を国に挙

げてお ります。平塚商 工会議所 でも今年 、十数項 目にのぼ る提言 を してお ります。

代表的な もの として、外形標準課税 とい うものを、商工会議所では非 常に反対 しま

して、結果 として1億 未満 に対 して課税 しない ことにな りま した。 これは1つ の活動

の成果ではないか と思います。

商工会議所の役割

私 ども商 工 会議 所 は 、セ ミナ ー 、講 演 会 、講 習 会 、検 定 試 験 な どを実施 してお り

ま して 、産 業活 動 に必 要 な資格 者 を育 成 して い ます。 ま た、 中小 企 業 相 談所 では 、

金融 、経 営 、 法律 な ど、商 工 業者 の相 談 に無 料 で応 じてい ます。

さ らに平 塚 商工 会議 所 は 、 中心 市街 地 の活 性 化 に5年 前 か ら取 り組 み ま して、 現

在 、市 の 基本 計 画 に即 してTMOを 設 置 して い ます。 そ の受 け皿 を商 工会議 所 がや っ

てお りま して 、い ま中心市街 地 にチ ャ レンジ ・シ ョップ を開設 してい ます 。 このチ ャ

レンジ ・シ ョップ は、市 内 に住 む人 が 参加 し、 現在68・名 の人 が参加 して い ます 。 小

さな お店 を1つ に集 積 させ た よ うな もの です が 、 この 中 に1年 目か ら独 立 を ス ター

トさせ る準備 を して い ます。

ま た、 中小 企 業 の皆 さん と技 術 開発 、製 品開発 、生 産 管理 の効 率化 な どに関 して

も平 塚独 自で コー デ ィネ ー ター をや ってお り、 大学 、特 に神 奈 川 大 学 と協 力 して 、

技 術 開発 、製 品開発 、生 産 管理 な どの 改善 を図 っ て い ます。 皆 さん は ご存 知 か と思

い ます が 、小 豆 の殻 か ら紙 を作 る こ とに成 功 しま した。 さ らに、 ゴ ミを機械 的 に分

別 す る機 械 も作 りま して 、今 ま で は5mmの もの しか とれ な か っ た の です が 、0.5mm
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まで とれ る よ うな機械 を作 り、すで に販売 も しています。

私の話 のま とめで ございます が、行政 による支援 、商工会議所の無料相談 をは じ

め、 さま ざまな支援体制が整備 されたに もかかわ らず、 この10年 間、残念なが ら地

域 にお ける産業や経済の活動 に大 きな支援がで きていませ んで した。 しか し、 ここ

にきて西 か ら経済の神風が吹 く可能性 が高 く、 しかも長期 に吹 く可能性が高 くなっ

てきま した。大 きな ビジネスチャンスになる と期待 しています。
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